
令和２年度 保健体育科【前期】 １年〔男子〕 年間指導および評価計画 中野区立第二中学校   ６－（２） 

月 単元名・教材名 配当時間 単元の目標 
評 価 規 準 学習指導要領 

との対応 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解 

６ 

 

家

庭

学

習

含

む 

保健分野「心身の機能と心の発達」 

保健 

（１）ア イ 

   ウ  エ 

６ 
〇体つくり運動 

・体力を高める運動 
２ 

自己の体に関心を持ち、体

力や生活に応じた課題を

持って、体をほぐしたり、

体力を高めたりすること

ができるようにする。 

体つくり運動に対する関

心や意欲を持って互いに

協力して運動をしようと

する。また健康や安全に留

意して運動をしようとす

る。 

自分の体力や生活に応じ

て、体ほぐしの行い方と体

力の高め方を工夫してい

る。 

目的に応じた運動を正し

く行うことができる。 

体つくり運動の必要性や

運動の行い方、心身への効

果を理解するとともに、課

題に応じた体つくり運動

の構成の仕方を理解し、知

識を身に付けている。 

Ａ体つくり運動 

イ 

６ 

 

○陸上競技 

・短距離走 

スタート 

中間疾走 

フィニッシュ 

５ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、その

技能を高め、競技したり、

記録を高めたりすること

ができるようにする。 

短距離走の特性に関心を

持ち、楽しさや喜びを味わ

えるように進んで取り組

もうとする。勝敗に対して

公正な態度をとろうとす

る。 

自分の能力に適した課題

を持ち、その解決を目指し

て、練習の仕方や競技の仕

方を工夫している。 

クラウチングからスター

ト合図に素早く反応し、勢

いのあるスタートができ

る。バランスの良い腕ふり

でスピードにのった中間

疾走ができ、スピードを落

とさず走りきることがで

きる。 

短距離走の特性や学び方、

技術の構造、合理的な練習

の仕方などを理解すると

ともに、競技や審判の方法

を理解し、知識を身に付け

ている。 

Ｃ陸上競技 

 ア 



令和２年度 保健体育科【前期】 １年〔男子〕 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

８ 

 

 

９ 

○器械運動 

・マット運動 

  接転技群 

  ほん転技群 

平均立ち技群 

３ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、そ

の技能を高め、技がより

よくできるようにする。 

マット運動の特性に関心を

持ち、楽しさや喜びを味わ

えるように進んで取り組も

うとする。互いに協力し、

安全に留意して練習をしよ

うとする。 

自分の能力に適した技を

習得するための練習の仕

方を工夫している。 

安定して個々の技を行うこ

とができる。次の技の動き

を先取りして技をつなげる

ことができる。組み合わせ

技を構成し、発表できる。 

マット運動の特性や学び

方、技術の構造を理解す

るとともに、練習の仕方

や技のできばえの確かめ

方を理解し、知識を身に

付けている。 

Ｂ器械運動 

ア 

○球技 

・バレーボール 

  パス サーブ 

  レシーブ スパイク 

   

９ 

チームの課題や自己の能

力に適した課題を持って

運動を行い、その技能を

身に付けることができる

ようにする。 

チームにおける自分の役割

を自覚して、その責任を果

たし、互いに協力して練習

をしようとする。 

チームの課題や自分の能

力に適した課題の解決を

目指して、ルールを工夫

し練習の仕方を工夫して

いる。 

パス・サービス・レシー

ブ・スパイクなどの基本的

な技能を身に付けること

ができる。 

バレーボールの特性や学

び方、技術の構造、合理

的な練習の仕方を理解す

るとともに、競技や審判

の方法を理解し、知識を

身に付けている。 

Ｅ球技 

 イ 

○体つくり運動 

・体ほぐしの運動 

・体力を高める運動 

 

４ 

自己の体に関心を持ち、

体力や生活に応じた課題

を持って、体をほぐした

り、体力を高めたりする

ことができるようにす

る。 

体つくり運動に対する関心

や意欲を持って互いに協力

して運動をしようとする。

また健康や安全に留意して

運動をしようとする。 

自分の体力や生活に応じ

て、体ほぐしの行い方と

体力の高め方を工夫して

いる。 

目的に応じた運動を正しく

行うことができる。 

体つくり運動の必要性や

運動の行い方、心身への

効果を理解するととも

に、課題に応じた体つく

り運動の構成の仕方を理

解し、知識を身に付けて

いる。 

Ａ体つくり運動 

ア イ 

10 

○陸上競技 

・走り幅跳び 

 

  ４ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、そ

の技能を高め、競技した

り、記録を高めたりする

ことができるようにす

る。 

走り幅跳びの特性に関心

を持ち、楽しさや喜びを味

わえるように進んで取り

組もうとする。勝敗や記録

に対して公正な態度をと

ろうとする。 

自分の能力に適した課題

を持ち、その解決を目指

して、練習の仕方や競技

の仕方を工夫できる。 

自分に合った助走距離を見

つけ、全力の助走から力強

く踏み切ることができる。 

空間動作を意識しながら跳

び、安全に着地することが

できる。 

走り幅跳びの特性や学び

方、技術の構造、合理的

な練習の仕方などを理解

するとともに、競技や審

判の方法を理解し、知識

を身に付けている。 

Ｃ陸上競技 

イ 

４ 

５ 

９ 

10 

○保健分野 

・心身の機能の発達と 

心の健康 

・健康の成り立ちと 

 疾病の発生要因 

各月 

３時間 

実施 

(12) 

個人生活における健康・

安全に関する理解を通じ

て、生涯を通じて自らの

健康を適切に管理し、改

善していく資質や能力を

育てる。 

年齢に伴う身体機能の発

達や心身の調和と心の健

康などについて関心を持

ち、課題を見つけ、意欲的

に学習しようとしている。 

年齢に伴う身体機能の発

達や心身の調和などにつ

いて、自分の知識や経験を

もとに問題点を見つけた

り、学習したことを日常生

活にあてはめたりするこ

とができる。 

 心身の機能は生活体験な

どの影響を受けながら発

達すること、身体と精神は

互いに密接な関係にある

ことを科学的に理解し、日

常生活の課題解決に役立

つ知識を身に付けている。 

保健 

（１）ア イ 

   ウ  エ 

（４） 

ア 

  イ（ア）（イ） 

  （ウ） 

 
   

 

【評価方法】 

 

 

・授業観察 

・学習カード 

 

 

・授業観察 

・学習カード 

 

・授業観察 

・技能テスト 

・授業観察 

・定期考査 

 



令和２年度 保健体育科【後期】 １年〔男子〕 年間指導および評価計画 中野区立第二中学校   ６－（２） 

月 単元名・教材名 配当時間 単元の目標 
評 価 規 準 学習指導要領 

との対応 関心・意欲・態度 思考・判断 技能 知識・理解 

10 

○陸上競技 

・リレー 

  バトンパス 

８ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、その

技能を高め、競技したり、

記録を高めたりすること

ができるようにする。 

リレーの特性に関心を持

ち、楽しさや喜びを味わえ

るように進んで取り組も

うとする。勝敗に対して公

正な態度をとろうとする。 

自分の能力に適した課題

を持ち、その解決を目指し

て、練習の仕方や競技の仕

方を工夫している。 

走者相互の能力を考え、実

践的にスピードを落とさ

ずスムーズにバトンパス

することができる。 

リレーの特性や学び方、

技術の構造、合理的な練

習の仕方などを理解する

とともに、競技や審判の

方法を理解し、知識を身

に付けている。 

Ｃ陸上競技 

 ア 

11 
○陸上競技 

・長距離走 
７ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、その

技能を高め、競技したり、

記録を高めたりすること

ができるようにする。 

長距離走の特性に関心を

持ち、楽しさや喜びを味わ

えるように進んで取り組

もうとする。勝敗に対して

公正な態度をとろうとす

る。 

自分の能力に適した課題

を持ち、その解決を目指し

て、練習の仕方や競技の仕

方を工夫できる。 

一定の距離を自分のペー

スやフォームを意識しな

がら最後まで走り通すこ

とができる。 

長距離走の特性や学び

方、技術の構造、合理的

な練習の仕方などを理解

するとともに、競技や審

判の方法を理解し、知識

を身に付けている。 

Ｃ陸上競技 

 ア 

12 

 

１ 

 

２ 

 

３ 

○球技 

・サッカー 

  パス 

  ドリブル 

  シュート 

 

７ 

チームの課題や自己の能

力に適した課題を持って

運動を行い、その技能を身

に付けることができるよ

うにする。 

チームにおける自分の役

割を自覚して、その責任を

果たし、互いに協力して練

習をやろうとする。 

チームの課題や自分の能

力に適した課題の解決を

目指して、ルールを工夫

し練習の仕方を工夫して

いる。 

パス・ドリブル・シュー

トなどの基本的な技能を

身に付けることができて

いる。 

サッカーの特性や学び

方、技術の構造、合理的

な練習の仕方を理解する

とともに、競技や審判の

方法を理解し、知識を身

に付けている。 

Ｅ球技 

ア 

○球技 

・バスケットボール 

  パス 

  ドリブル 

シュート 

 

９ 

チームの課題や自己の能

力に適した課題を持って

運動を行い、その技能を身

に付けることができるよ

うにする。 

チームにおける自分の役

割を自覚して、その責任を

果たし、互いに協力して練

習をしようとする。 

チームの課題や自分の能

力に適した課題の解決を

目指して、ルールを工夫

し練習の仕方を工夫して

いる。 

パス・ドリブル・シュー

トなどの基本的な技能を

身に付けることができ

る。 

バスケットボールの特性

や学び方、技術の構造、

合理的な練習の仕方を理

解するとともに、競技や

審判の方法を理解し、知

識を身に付けている。 

Ｅ球技 

ア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和２年度 保健体育科【後期】 １年〔男子〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

１ 

 

 

２ 

 

 

３ 

○体育理論 

・運動やスポーツの 

多様性 

・運動やスポーツが 

心身の発達に与える 

効果と安全 

３ 

・運動やスポーツの 

多様性 

・運動やスポーツが 

心身の発達に与える 

効果と安全 

について理解できるよう

にする。 

運動やスポーツについて

情報を集めたり、意見交換

したりするなどの活動を

通して、学習に積極的に取

り組もうとしている。 

生涯にわたっての運動や 

スポーツの楽しみ方を 

理解し積極的に取り組も

うとしている。 

運動やスポーツについ

て、出された意見や集め

た情報を分析したり、整

理したりしている。 

 運動やスポーツの必要性

と楽しさ、多様な楽しみ

方を見付けたり、工夫し

たりすることについて理

解し、知識を身に付けて

いる。 

運動やスポーツが心身に

及ぼす効果、社会性の発

達に及ぼす効果、安全な

運動やスポーツの行い方

について理解し、知識を

身に付けている。 

Ｈ体育理論 

（１）（２） 

○武道 

・柔道 

  基本動作 

  受け身 

  投げ技 

  固め技 

５ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、その

技能を身に付けることが

できるようにする。 

柔道の特性に関心を持

ち、楽しさや喜びを味わ

えるように進んで取り組

もうとする。 

自分の能力に適した技を

習得するための練習の仕

方を工夫している。 

基本動作と受け身を身に

付け、指定された投げ技、

固め技ができる。基礎的

な対人的技能を身に付け

ることができる。 

柔道の特性や学び方、技

術の系統性・構造・合理

的な練習の仕方を理解す

るとともに、試合や審判

の方法を身に付けてい

る。 

Ｆ武道 

ア 

○ダンス 

・現代的なリズムの 

ダンス 

７ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、感じ

を込めて踊ったり、みんな

で楽しく踊ったりするこ

とができるようにする。 

ダンスの特性に関心を持

ち、楽しさや喜びを味わえ

るように進んで取り組も

うとする。互いのよさを認

め合い、協力して練習した

り発表したりしようとす

る。 

グループの課題や自分の

能力に適した課題の解決

を目指して、練習の仕方

や発表の仕方を工夫して

いる。 

曲のリズムにのって基本

的な動きができる。曲の

特徴を生かしたひとまと

まりの動きができる。 

ダンスの特性や学び方、

歴史を理解するととも

に、発表の仕方や鑑賞の

仕方を理解し、知識を身

に付けている。 

Ｇダンス 

ウ 

  

８５ 

 

【評価方法】 

 

 

・授業観察 

・学習カード 

 

 

・授業観察 

・学習カード 

 

・授業観察 

・技能テスト 

・授業観察 

・定期考査 

 


